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東京メトロ（本社：東京都台東区 社長：山村 明義）は、公益財団法人東京オリンピック・パラ

リンピック競技大会組織委員会主催の「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト（以

下、「本プロジェクト」という。）」に賛同し、本プロジェクト及び東京 2020大会開催気運の醸成を

目的に、環境省と連携して、東京メトロ線内 34駅に小型家電回収ボックスを設置します。 

本プロジェクトは、東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会で使用する約 5,000個の

金・銀・銅メダルを、全国各地から集めた小型家電に含まれるリサイクル金属で製作する国民参加

型のプロジェクトです。 

東京メトロは本プロジェクトに賛同し、2018年 11月 1日（木）から東京メトロ線内 34駅の駅事

務室に、携帯電話・スマートフォンを対象とした専用の回収ボックスを設置します。皆さまご協力

をお願いいたします。 

東京メトロでは、これからも環境負荷の低減や東京 2020大会の開催気運の醸成に取り組んでま

いります。 

小型家電回収ボックスの設置に関する詳細は、別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」に賛同し、 

※「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」は「東京 2020参画プログラム」の公認

プログラムです。 

東京メトロ 34駅に小型家電回収ボックスを設置いたします！ 

2018年 11月 1日（木）から設置 

設置する回収ボックス 回収ボックス設置イメージ 



小型家電回収ボックス設置概要 

 

１ 設置期間 

2018年 11月 1日（木）～2019年 3月 31日（日） 

※設置終了日は変更になる場合があります。 

 

２ 設置場所 

  東京メトロ線内 34駅の駅事務室内 

 （設置駅）  

上野駅、秋葉原駅、茅場町駅、日本橋駅、三越前駅（※）、住吉駅、池袋駅（※）、東池袋駅、小

竹向原駅、銀座駅、新橋駅、東銀座駅、新宿駅、四ツ谷駅（※）、中野坂上駅、荻窪駅、霞ケ関

駅（※）、六本木駅、溜池山王駅、飯田橋駅（※）、九段下駅、高田馬場駅、表参道駅、永田町駅、

明治神宮前駅（※）、浦安駅、東陽町駅、南千住駅、新御茶ノ水駅、大手町駅（※）、有楽町駅、

後楽園駅（※）、東京駅、王子駅 

 

  ※当該駅には駅事務室が複数あります。回収ボックス設置状況は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 設置時間 

  8:00～20:00     

 

４ 回収品目 

  携帯電話・スマートフォンのみ 

  

５ 注意事項 

 （１）端末内の個人情報は、ご自身で消去等を行ってください。 

（２）取り外しが可能な電池、バッテリー等はあらかじめ外してお持ちください。 

（３）一度回収したものは返却ができません。 

 

 

 

別 紙 

駅 路線 設置状況
銀座線 ー

半蔵門線 設置
丸ノ内線 ー
有楽町線 ー
副都心線 設置
丸ノ内線 ー
南北線 設置

丸ノ内線 ー
日比谷線 設置
千代田線 ー

三越前

池袋

四ツ谷

霞ケ関

駅 路線 設置状況
東西線 ー

千代田線 設置
副都心線 ー

東西線 ー
丸ノ内線 ー
南北線 設置

設置

後楽園駅

設置
有楽町線
南北線

丸ノ内線
千代田線
半蔵門線

飯田橋

明治神宮前
〈原宿〉

大手町



６ お客様のお問い合わせ先 

（１） 都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト（回収品目や回収方法）に関するお問

い合わせ先 

メダルプロジェクト推進事務局 都市鉱山メダル連携委員会 

TEL 044-380-8880 

  

（２） 東京メトロ駅での小型家電回収ボックス設置に関するお問い合わせ先 

東京メトロお客様センター TEL 0120-104106（9:00～20:00／年中無休） 

   

  



「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」概要 

 

「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」は東京 2020オリンピック・パラリンピ

ック競技大会で使用する約 5000個の金・銀・銅メダルを、全国各地から集めたリサイクル金属で

製作する国民参加型のプロジェクトです。 

国民が参画し、メダル製作を目的に小型家電などの回収を行い、集まったものから抽出された金

属でメダルの製作を行うプロジェクトは、オリンピック・パラリンピック史上、東京 2020大会が

初めてとなります。 

持続可能な社会を実現し、東京 2020大会のレガシーを残すことに繋げるため、プロジェクト参

加事業者 5者（東京 2020組織委員会、株式会社 NTTドコモ、一般財団法人日本環境衛生センタ

ー、環境省、東京都）が連携して取り組んでいます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考 URL：https://tokyo2020.jp/jp/games/medals/project/ 
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